
平成 31 年度 指導と評価の年間計画

全員履修 セット 自由選択 講義 実技 実習

○ ○

１．担当者からのメッセージ（学習方法等）

２．学習の到達目標

３．学習評価（評価規準と評価方法）
観点

観点
の趣
旨

評価
方法

ｂ：思考・判断・表現ａ：関心・意欲・態度

工業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問
題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

学習状況の観察
ワークシートの記述
製作品
レポート、発表
自己評価・相互評価
等

　工業の各分野に関する基
礎的・基本的な知識を身に
付け、現代社会における工
業の意義や役割を理解して
いる。

学習状況の観察
製作品
レポート、発表
自己評価・相互評価
等

　工業の各分野に関する基
礎的・基本的な技術を身に
付け、環境に配慮し、もの
づくりを合理的に計画し、
その技術を適切に活用して
いる。

学習状況の観察
ワークシートの記述
製作品
レポート、発表
自己評価・相互評価
等

　工業に関する諸課題の解
決を目指して思考を深め、
基礎的・基本的な知識と技
術を基に、技術者として適
切に判断し、表現する創造
的な能力を身に付けてい
る。

学習状況の観察
ワークシートの記述
製作品
レポート、発表
自己評価・相互評価
等

　工業に関する諸課題につ
いて関心をもち、その改
善・向上を目指して主体的
に取り組もうとするととも
に、実践的な態度を身に付
けている。

1208学校番号

指導学年

副読本等

ｄ：知識・理解ｃ：技能

必修
／

選択

単位数

・前半は電気工事士資格の取得に向けた取り組みを行います。
・後半は班分けをおこない、少人数グループで各テーマの課題研究・製作に取り組みます。
・グループ内で役割分担を決め、互いにコミュニケーションをとりながら研究・製作をすすめていきます。

　上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
　学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

科目（講座名）教科 履修の条件

　　梅田出版
　　「第二種電気工事士 筆記試験 合格テキスト」

なし

授業
形態

なし34課題研究工　業

使用教科書

必要があれば、その都度連絡

準備物・費用等



４．学習の活動

ａ ｂ ｃ ｄ

○ ○

４月 ○ ○ ○

～

６月 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

７月

～

８月

○ ○ ○

○ ○ ○

９月

～ ○ ○ ○ ○

12月

○ ○ ○

1月 ○ ○ ○

～

2月

自己評価・相
互評価 等

学習状況の観
察

ワークシート
の記述

・作品製作のテーマ
　を決める
　＜テーマ例＞
　・ロボット制御
　・Ｗｅｂ技術
　・情報技術活用

　電気工事士資格の
　取得をめざす

・情報収集

学習状況の観
察

ワークシート
の記述

製作品

自己評価・相
互評価 等

・資格概要研究調査

学習状況の観
察

ワークシート
の記述

学習内容

２．テーマ設定

１．職業資格の取得

製作品ｃ．資格取得に向けた取り
　　組みを計画し、実行す
　　ることができる。

ｂ．課題解決に向けて自ら
　　考え、目的に応じた手
　　段を判断できる。

ａ．資格取得に向けて、意
　　欲的に取り組んでい
　　る。

ｄ．試験範囲の内容を理解
　　している。

学習状況の観
察

ワークシート
の記述

自己評価・相
互評価 等

主な評価の観点
単元（題材）の評価規準 評価方法単元（題材）月

・技能試験対策演習

・筆記試験対策学習

３．調査・製作

・技術研究、演習

・製作

自己評価・相
互評価 等

４．発表・まとめ

・情報整理

・資料作成

製作品

ｄ．発表に関する基本知識
　　を身に付け、そのらの
　　意義を理解している。

ｃ．相手に伝わる資料の作
　　成や研究内容の説明が
　　できる。

ｂ．研究内容をまとめ、発
　　表する内容を適切に設
　　定することができる。

ａ．発表に向けた取り組み
　　(資料作成等)に意欲的
　　に取り組んでいる。

ｄ．試験範囲の内容を理解
　　している。

ｃ．課題解決に向けた取り
　　組みを計画し、実行す
　　ることができる。

ｂ．さまざまな課題の中か
　　らテーマとして適切な
　　ものを判断できる。

ａ．テーマ設定に向けて、
　　意欲的に取り組んでい
　　る。

ｄ．課題に関する専門的な
　　知識を身に付けるとと
　　もに、それらの意義や
　　役割を理解している。

ｃ．課題解決に向け、知識
　　・技能を身に付けると
　　ともに、合理的に計画
　　することができる。

ｂ．課題解決に向けてすべ
　　き事を自ら考え、手順
　　や工程等を適切に設定
　　することができる。

ａ．課題解決（作品完成）
　　に向けて、意欲的に取
　　り組んでいる。


